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【一般講演8】 第30席 『病名彙解』所収病名の和俗名について

三重 杉浦 雄

『病名彙解』は、江戸中期初頭、貞享3年（1686）に蘆川桂洲によって著された病名病證辞典である。

本書は序目1巻、本文7巻から構成され、1745項目の見出しを立ててイロハ順に配置し、漢字仮名交じり文

で解説している。典拠の9割は100書目にのぼる医学書で、最も多く引用されているのは『諸病源候論』で

ある。また『医学入門』、『證治準縄』、『外科正宗』などの明代医学書が全典拠の7割にあたる。本書は、

病名病證辞典としては日中を通じて最も古いものの一つである。

筆者は昨年、本書に収録される病名病證の総数を調査した（日本鍼灸史学会第14回学術大会一般講演「『病

名彙解』所収病名の別名について」）。検索時には漢語のみを対象とし、見出し語及び解説文中において「～

ノ別名」、「～ノ異名」、「～トモ云」、「～ト同ジ」、「～ニ作ル」などの記載をもとに調査を進めた。それに

よると、本書の見出し語にたてられた1745項目には、1802の病名病證がみられた。また解説文中の別名を

含めた全体では、1974種類が確認できた。以上の結果を踏まえ、今回は本書に収録される和俗名について

調査した。

本書の解説文中には、「俗ニ云～」、「常ニ云～」などの書き出しで、収録病名の和俗名が散見される。

たとえば「噎膈」においては、「俗ニ云カクノ病ナリ」とあり、「遺溺」においては、「俗ニ云イバリナリ」

とある。また「白頂瘡」のように、ただ「シラクボノコトナリ」と記載する場合もみられる。通覧すると、

全体の1割にあたる176項目において和俗名が見られた。そこで今回の検討では、病名に併記される和俗名

を調査し、引き続き本書に収録される病名の全容を探る。
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